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１. 清水海岸の侵食対策と景観改善

2

（１）清水海岸の侵食対策

（２）三保地区の景観改善対策の状況

（３）１号消破堤撤去ブロックの３号ヘッドランド下手消波工への転用



・令和元年度は、ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜16.5万m3、ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ養浜5万m3を実施中。
・１号消波堤の撤去および災害復旧工事（既設L型突堤、２号消波堤）を実施。

3号
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1号

4号

消波堤
区間

ヘッドランド区間
1号3号 2号

4号

5号

Ｌ
型
突
堤

滝
ヶ
原
川

飛行場前面の堆積域からのｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ養浜
実施中：5万m3

増・蛇塚

折戸

三保 ヘッドランド区間
実施中：14.9万m3

離岸堤区間

三保飛行場

1号突堤

（１） 清水海岸の侵食対策（１） 清水海岸の侵食対策 3

◆令和元年度の事業実施状況
消波堤区間(三保) ヘッドランド区間(駒越・折戸・三保) 離岸堤区間(増・蛇塚)

養浜
■ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ養浜5万m3(実施中)
■ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜1.2万m3(実施中)

■ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜14.9万m3(実施中)
（うち、国交省施工分9.5万m3）

■ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜0.4万m3

(予定)

施設
■1号消波堤の消波ブロック撤去
■Ｌ型突堤、2号消波堤の災害復旧工事

－ －

2号消波堤災害復旧工事

駒越

Ｌ型突堤災害復旧工事

離岸堤区間
実施中：0.4万m3

1号消波堤のブロック撤去 安倍川からのｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜
実施中：16.5万m3

4号消波堤下手
実施中：1.2万m3



サンドバイパス養浜 安倍川河道掘削土砂を運搬・投入

サンドリサイクル養浜
三保半島先端に堆積した土砂を運搬・投入

サンドバイパス
養浜

サンドリサイクル
養浜

安倍川掘削状況
（静岡市葵区東新田）

盛土状況
（静岡市清水区折戸）

運搬状況
（静岡市駿河区根古屋）

盛土状況

掘削状況

海岸の侵食状況を確認し、
緊急性の高い箇所へ養浜している。

Ｎ

（１） 清水海岸の侵食対策（１） 清水海岸の侵食対策 ４



（１）短期対策として、１号、２号消波堤を突堤に置き換える。

（２）上記対策の効果を検証した上で、中期対策として、３号、４号消波堤を
突堤に置き換える。

将来、構造物に頼らずに砂浜が維持される海岸を実現するため、常に土砂供給の連続性を
確保するよう努める。

１

砂浜が自然回復するまでの間、景観上配慮した最小限の施設により、砂浜を保全する。２

モニタリングにより海浜変形等を常に把
握し、順応的に対策を見直す。

３

目指す海岸の姿を実現するため、関係
者・関係機関との連携を進める。

４

世界文化遺産と名勝及びその周辺部と一
体的として捉え、三保松原の文化的な価
値の維持・向上に努める。

５

5（２）三保地区の景観改善対策の状況（２）三保地区の景観改善対策の状況

景観改善の取組の方針（三保松原白砂青松保全技術会議）
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１号突堤

２号突堤



（３） １号消波堤撤去ブロックの３号ヘッドランド下手消波工への転用（３） １号消波堤撤去ブロックの３号ヘッドランド下手消波工への転用 6

2019年9月20日撮影

転用

転用ブロック
3号

ヘッドランド

災害離岸堤

約2.5km

1号消波堤

折戸
三保

Ｌ型突堤
5号

ヘッドランド 4号
ヘッドランド

消波工

1号消波堤（ブロック撤去前）

羽衣の松前面の視点場
から見て水平線を横切
る（T.P.+3.7m以上）
27個のブロックを撤去

１号消波堤 １号消波堤

1号消波堤（ブロック撤去後）

3号ヘッドランド下手の消波工嵩上げ

・撤去した消波ブロック27個を３号ヘッドランド下手の消波工の嵩上げに転用。



２. 令和元年台風19号による被害
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（１）波浪の来襲状況（2019年）

（２）台風19号による施設の被災箇所
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（1） 波浪の来襲状況 （2019年）（1） 波浪の来襲状況 （2019年） 8

【久能観測所波浪データ(2018(H30)年10月～2019(R1)年12月)】

(沖合距離：4,485m、設置水深：30m)

観測位置

【清水海岸の計画外力(50年確率波)】：沖波波高Ho=12.0m、沖波周期To=17.0s （石廊崎測候所の観測データ(1976年から22年間)による）

【久能観測所の波高上位10波(2000(H12)年～2019(R1)年)】

・2019年10月12日の台風19号来襲時に、久能観測所の有義波高既往第3位となる9.86mを観測。
・例年と同程度の頻度で汀線付近の土砂移動をもたらす中規模波（有義波高2～3m程度）を毎月観測。

測量実施有
義
波
高
(m)

有
義
波
周
期
(s)

R0119号
H1/3=9.86m
T1/3=14.9s

順位 気象要因 有義波高(m) 有義波周期(s) 波向
有義波高3m以上

の継続時間(時間)

1位 2017年台風21号 11.69 16.5 S 24.7

2位 2011年台風15号 10.11 12.4 欠測 27

3位 2019年台風19号 9.86 14.9 欠測 29.5

4位 2014年台風18号 9.31 15.1 S 8

5位 2013年台風26号 9.28 16.7 S 20

6位 2012年台風17号 8.40 13.7 S 8

7位 2002年台風21号 8.37 16.4 SSE 11

8位 2018年台風24号 8.37 13.9 S 10.7

9位 2009年台風18号 8.13 13.7 S 9

10位 2013年台風18号 7.97 13.1 S 19



【被災前】2019年9月20日13時頃
潮位：T.P.+0.22m(気象庁清水港)

【被災後】2019年10月28日9時頃
潮位：T.P.+0.27m(気象庁清水港)

（2） 台風19号による施設の被災箇所（2） 台風19号による施設の被災箇所 9

台風19号来襲に伴う高波浪により、2号消波堤、三保飛行場下手の緩傾斜護岸が被災した。

2号消波堤

三保地区 緩傾斜護岸

【被災前】2019年9月20日14時頃 【被災後】2019年10月16日13時頃

ブロックが沈下

堤体材の流出
ブロックの陥没、飛散



（１）モニタリング内容

（２）地形変化の状況

（３）モニタリング結果のまとめ

３. 地形モニタリング結果
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3号

2号

1号

3号 2号

滝
ヶ
原
川

蛇塚

駒越折戸

三保

増

三保飛行場

区間 消波堤区間下手 消波堤区間 ヘッドランド区間 離岸堤区間 モニタリング手法

主な

観点

・局所的な侵食の発生など、新たな危険箇所の早期発見
③定点写真撮影（高波前後）

④波浪観測（久能）

・養浜材採取の影響

・養浜材採取の問題点

・危険箇所の侵食状況

・ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙの効果

・危険箇所の侵食状況

・ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽの効果

・危険箇所の侵食状況

・養浜の効果
（特に、ｻﾝﾄﾞﾎﾞﾃﾞｨの進行）

①汀線・深浅測量

②空中写真撮影

（垂直、斜め）

1号
5号

4号

L型
突堤

4号

侵食対策の効果と影響の把握を行うため、区間毎の観点に基づきモニタリングを実施。

（１） モニタリング内容 11

年度 平成30年度 令和元年度

月 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

養浜

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

①汀線・深浅測量 ※1

②空中写真撮影

③定点写真撮影

④波浪観測（久能）

台風,低気圧等※2

※1：清水海岸 測線No.23～No.34（既設Ｌ型突堤～2号消波堤）のみ実施 ※2：波高6m程度以上の気象要因のみを記載

台風１９号

9/2012/4 10/16
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浜
幅

(m
)

測線No.

2017年 11月

2018年 11月

2019年 11月

・2016(H28)年以降、養浜未実施の測線No.88(蛇塚地区16号離岸堤)より上手側はサンドボディが到達し前進。
・8号離岸堤と9号離岸堤の段差箇所下手側の測線No.71～77は2018年(H30)時に前進し、2019(R1)年で後退。

蛇塚地区離岸堤（9～19号）

増地区離岸堤（1～8号）

消波工

砂浜幅の変化【2017(H29)年11月～2019(R1)年11月】

静岡海岸清水海岸

写真：2018(H30)年12月撮影
蛇塚増

※測量基準点から汀線位置までの距離

※

養浜(H27.11-H28.1)2万m3

16号

養浜(H27.11-H28.1)2万m3

No.65 70 75 80 85 90 92 0
5

0

【離岸堤区間】

前進

9号

12

後退

（２） 地形変化の状況（離岸堤区間） 1２
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浜
幅

(m
)

測線No.

2017年 11月

2018年 11月

2019年 11月

必要砂浜幅

増地区離岸堤（1～8号）

消波工あり

離岸堤

・3号・5号ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ下手は必要砂浜幅60mを確保できていない。
・2号,3号,4号,5号ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ上手で汀線が後退している。

写真：2018(H30)年12月撮影

：根固工

養浜

：消波工

砂浜幅の変化【2017(H29)年11月～2019(R1)年11月】

Ｌ型突堤

5号HL

4号HL

3号HL

2号HL
1号HL

防護上の
必要砂浜幅
60m

消波堤

根固工

根固工
根固工 消波工

根固工

(H31.1-2)1.3万m3 (R1.5-6)1.0万m3

2014年10月
嵩上げ復旧

(R1.5-6)0.2万m3

※測量基準点から汀線位置までの距離

※

必要浜幅
未確保 必要浜幅未確保

No.35
40 45 50 55

60
65

Ｌ型突堤 5号ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ
4号ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ 3号ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ 2号ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ

1号ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ

災害離岸堤

災害離岸堤

【ヘッドランド区間】

後退

消波堤により
越波防護される→

消波堤

13

後退

後退

(R1.5-6)0.6万m3 (H31.1-2)0.5万m3

後退

（２） 地形変化の状況（ヘッドランド区間） 1３



・1号消波堤の消波ブロック撤去により、No.30の突出していた汀線は均された。
・1号突堤のNo.29は汀線が前進し、1号突堤下手～2号消波堤下手にかけて汀線が後退。
・3号～4号消波堤間で堆積、4号消波堤直下手の汀線は維持。

砂浜幅の変化【2017(H29)年11月～2019(R1)年11月】

【消波堤区間】 14
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測線No.

必要砂浜幅

※

養浜(H30.11-H31.3)2.3万m3 (H31.3-R1.6)1.9万m3

侵食

Ｌ型突堤

3号消波堤

4号消波堤

(H29に被災し、
R1復旧工事中に

再び被災)
1号消波堤(
撤去途中)

1号突堤
横堤(H29年度)
縦堤(H30年度)

2号消波堤

防護上の

必要砂浜幅80m

※測量基準点から汀線位置までの距離

現状は１号消波堤撤去途中段階のため、No.29は防護
が過大となり、No.28,27は不利な状況である。さらに、
下手側の2号消波堤が被災して漂砂制御機能が低下
していたところに高波浪が来襲したため、顕著な汀線
後退が生じたと考えられる。

H29台風21号来襲後

R1台風19号来襲後

根固工

根固工

写真：2018(H30)年12月撮影

4号消波堤

3号消波堤
2号消波堤

1号消波堤
Ｌ型突堤

No.15
20 25

30

1号突堤
（施工中）

測線No.30 No.31

2017年 11月

2018年 11月

2019年 11月

必要砂浜幅

（２） 地形変化の状況（消波堤区間） 1４
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必要砂浜幅

養浜(H30.11-H31.3)
2.3万m3

養浜(H31.3-R1.6)
1.9万m3

【消波堤区間下手】

・三保飛行場周辺は測線No.14～12の汀線がやや後退。
・測線No.9より下手は安定。

Ｌ型突堤

防護上の

必要砂浜幅80m

3号消波堤

4号消波堤

安定傾向

砂浜幅の変化【2017(H29)年11月～2019(R1)年11月】

※測量基準点から汀線位置までの距離

※

やや後退

やや前進

15

(H29に被災し、
R1復旧工事中に

再び被災) 1号消波堤(
撤去途中)

1号突堤
横堤(H29年度)
縦堤(H30年度)

2号消波堤

（２） 地形変化の状況（消波堤区間下手） 1５
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砂
浜
幅

(m
)

不足砂浜幅

R01.11砂浜幅

目標砂浜幅B0

設定した２つの指標に基づき、令和元年度のモニタリング結果から次回の養浜実施箇所の優先度を決定する。
⇒必要砂浜幅と必要断面積がともに不足する3号ヘッドランド下手と1号突堤下手の優先度が最も高い

指標･･･ ①砂浜幅が必要砂浜幅に対し不足している箇所、②越波に対し海浜断面積が不足している箇所

優先度３

5号4号 3号 1号 4号 3号 2号 1号

測線No.

測線No.

①
砂

浜
幅

(
m

)
②

海
浜

断
面

積
（
砕

波
水

深
以

浅
）
(
m

2
)

R1年度ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ実施予定

優先度２

消波堤

越波に対し不足する海浜断面積

目標砂浜幅に対して不足する砂浜幅

越波に対し必要な海浜断面積

優先度２優先度１優先度１

②海浜断面積は、波の打上げ高算定の基礎となる砕波水深約17m※

～堤防間の断面積 （※消波施設測線は水深約10m）

消波堤区間 ヘッドランド区間
養浜の優先度が高い箇所 養浜の優先度が高い箇所

優先度３優先度２ 優先度３

R1年度ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ実施予定

②海浜断面積は、波の打上げ高算定の基礎と
なる砕波水深約19m～堤防間の断面積

優先度２ 優先度２

R1年度ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ実施予定

既設
Ｌ型突堤

1号
突堤2号

1号突堤完成により
砂浜回復が進行中

16

消波堤により
越波防護される

優先度２

R1年度ｻﾝﾄﾞ
ﾊﾞｲﾊﾟｽ実施予定

（３） モニタリング結果のまとめ（養浜箇所の優先度検討） 1６
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3号

2号

1号

4号

消波堤
区間

ヘッドランド区間
1号3号 2号

4号

5号

Ｌ
型
突
堤

滝
ヶ
原
川

飛行場前面の堆積域からのｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ養浜
目標：5万m3

養浜量は令和2年度の目標量

増・蛇塚

折戸

三保 ヘッドランド区間
実施予定：8万m3

離岸堤区間

駒越

三保飛行場

1号消波堤の消波ブロックの撤去
1号突堤下手の対策
2号消波堤の災害復旧工事

3号ヘッドランド下手の
消波工の嵩上げ

緩傾斜護岸災害復旧工事

1号突堤

安倍川からのｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜
目標：8万m3

消波堤区間(三保) ヘッドランド区間(駒越・折戸・三保) 離岸堤区間(増・蛇塚)

養
浜

R1実施
■ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ養浜5万m3/年(実施中) ■ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜14.9万m3/年(実施中) ■ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜

0.4万m3/年(予定)

R2目標 ■ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ養浜5万m3/年 ■ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜8万m3/年 －

施
設

R1実施
■Ｌ型突堤,２号消波堤の災害復旧工事
■１号消波堤の消波ブロックの段階的な撤去

■消波工の嵩上げ(3号ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ下手) －

R2予定
■１号消波堤の消波ブロックの段階的な撤去
■1号突堤下手の対策
■２号消波堤の災害復旧工事

■消波工の嵩上げ(3号ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ下手) －



年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

月 １～３月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 ４月～

検
討
項
目

２号堤の検討

養浜材採取方法

１号消波堤の撤去

実
施
項
目

１号突堤下手対策

１号消波堤
段階撤去

養浜

養浜材採取
試験施工

モニタリング

災
害
復
旧

２号消波堤復旧

緩傾斜護岸復旧

会
議
等

侵食対策検討委員会
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ会議等

根固工施工

航空写真撮影
定点写真撮影、汀線GPS簡易測量

航空写真撮影
汀線・深浅測量

第６回
フォローアップ会議

侵食対策検討委員会

第７回
フォローアップ会議

侵食対策検討委員会

試験施工、モニタリング試験施工、モニタリング

サンドリサイクル養浜

持続可能なサンドリサイクル養浜の検討

必要に応じて、技術検討ワーキング部会等を開催

※撤去は、１号突
堤のモニタリング
結果を踏まえて実
施する

次段階の撤去に向けた調査・検討

サンドリサイクル養浜

撤去レベルｂ２

モニタリング結果を踏まえた具体検討

パトロール

状況及び条件の整理、基本的な調査検討

今後の予定 19

サンドバイパス養浜サンドバイパス養浜

撤去レベルｂ１

次段階の撤去に向けた調査・検討


